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第１８号　学校運営協議会理事長　青木　善男　　修学院小学校長　浦杉　伸介
平成３０年１２月２１日発行　家庭数配布


前半は暖かかった12月も中旬以降だんだんと冬の寒さになって参りました。平素より，修学院小学校運営協議会にご理解とご支援をいただきありがとうございます。さて，修学院小学校では，２１日(金)に２学期終業式を迎えます。子どもたちとともに，これまでを振り返り，今年のまとめ，３学期に向かっていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。




　
　おもな活動に，「学用品のリユースフェア」と「お掃除おしえ隊」があります。
修学院小学校は，海外からの児童も多く，皆さんからお出し頂いているランドセル等の学用品を提供しています。毎年行っている「学用品のリユースフェア」については，今年度は必要な時に実施，または必要な家庭に声かけをさせていただき，利用いただこうと考えています。ご案内いたしましたときに，リユースできそうなものがありましたら，ぜひ学校までよろしくお願いします。
「お掃除おしえ隊」は，１年生を対象に９月に実施しました。今家庭でも雑巾を使う機会が減ってきています。上手な雑巾の絞り方など，地域の方々に丁寧に教えていただきました。
学び支援委員会

　
１０月１２日(金)３校時に不審者侵入対応訓練を実施しました。不審者侵入対応訓練では，児童が体育館に集合した時の事後指導に，ＰＴＡ環境委員と子ども見守り隊の方からは，「いか・の・お・す・し」のについて，クイズ形式で分かりやすく話をしていただきました。また，下鴨警察の方からも，建物や樹木が多い場所など，周りから見えにくい場所が危険であることを伝えていただきました。
訓練前の各教室での事前指導では，児童だけの留守中での対応について映像を視聴し，学校に限らず，日々の不審者対応についても考えました。事前にＰＴＡ，学校，子ども見守り隊が時間をかけて話し合う機会を何度も設け，子どもたちの命を守るためにどのように伝えたらよいかじっくり考えていただきました。
今年度は，１年生の「子ども１１０番の家」訪問はしませんでしたが，事後指導に「子ども１１０番の家」の方々にもご参加いただき有難かったです。今一度，ご家庭で
「子ども１１０番の家」の
場所をPTAきけんマップ等で
ご確認ください。事前また当
日，たくさんの方にご協力い
ただきましたことお礼申し上
げます。
学校安全環境委員会













本のリーユースフェア
１１月２８日（水）



　毎年恒例になっております催しです。読まなくなった本を持ち寄り，交換します。地域の方の参加も増えてきています。例年，児童書が集まりにくい状況がありますがたくさんのご協力を頂き，無事盛会のうちに終了することができました。みんなで交換した本で，この冬，本となかよしになれたらと思います！！
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　中高校生は，大人ではなかなか気付かないことを敏感に見聞きする
能力に長けています。おまけに，その情報を大人のように誇らしげに
「大発見や！」と自慢することなく，さりげなく共有する能力にも長
けています。今回は，わが娘から「そんなん知らんの？」と言わんば
かりに，その事実を教えられ，極めて大きな感動と驚愕を感じたお話
です。写真右上の矢印の先端にある見慣れた物体，見覚えありませんか？そうです！「京都タワー」です。修学院から見えるはずがないという大人の固定概念をみごとに打破した写真です。修学院駅から元田中間駅の叡電の軌道は，真北から約20°東に振っており，撮影した修学院駅付近との直線距離は7.5kmを測ります。皆さんも感動と驚愕の，しかし，極めて短時間の時間旅行に旅立ちましょう！！（小池　寛）











開かれた学校委員会


　１年に２回実施しております学校評価アンケートの，１回目の結果と分析をお知らせいたします。
　家庭と学校が協力して子どもたちの学校生活をより良いものにしていくために，児童・保護者・教職員が，自己評価という形で学校生活・家庭生活を振り返って行っています。このアンケートの結果の分析を元に現状を把握して学校の取組に生かしていきたいと思います。また，学校運営協議会の「開かれた学校委員会において，委員の方々に吟味して意見を頂いたものも合わせてお知らせさせて頂きます。お忙しい中アンケートへのご協力ありがとうございます。修学院小学校をよりよい学校へすべく取組を進めていきたいと思います。
　アンケートの項目につきましては「確かな学力」７項目，「豊かな心」８項目，「健やかな体」５項目ありますが，その中から抽出して結果と考察をお知らせしたいと思います。確かな学力定着に向けて

～家庭学習と
　　　　　読書の習慣を～


『学校の授業はよくわかる』については低学年高学年とも「よくできている」「できている」合わせて90%を超えていました。一方同じ項目でも保護者の回答に目を向けると，15%ほどが「できていない」と答えています。保護者・学校・児童が話し合いながら課題を的確につかんで日々の学習に生かしていく必要があると言えます。『話を聞くこと』について教職員では90%が「よくできている」「できている」と回答しているのに対して高学年児童は24%が「できていない」「あまりできていない」と回答しています。子どもたちとのやり取りの中で，聞いたことをチェックしたり，聞いたことから考えたりする機会を学習の中で設定していく必要があります。




子どもの「主体性」と「社会性」の育成を目指し，
「自ら学ぶ力」と「自ら律する力」を学校・幼稚園全体の教育活動の中で高める
※特に「家庭での自学自習の習慣化」を重点として取り組む　　　　  平成３０年度京都市学校教育の重点より






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記※からも，京都市が新しい時代に向けて現在必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な視点の一つに，「家庭での自学自習の習慣化」を挙げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていることがわかります。また，平成３２年度から完全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施の学習指導要領の中で，これからの時代を生きる子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どもたちが身に付けるべき力として「記録・要約・説明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・論述・発表・討論」などの言語活動を設定し教科教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の力を伸ばすことや，論理的思考，そのための語彙能力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などますます「言葉の力」が必要となってきます。そん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な中，家庭学習・読書とも20%の児童が家庭での学習・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読書ができていないと回答しています。保護者の回答に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目を向けると家庭学習の働きかけは40%，読書について
                                                  は50%が「できていない」と回答しています。学校での
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習と共に，家庭での学習や読書への働きかけ・習慣化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が今後益々重要になってくると言えます。豊かな心を育むために

～人を大切にするために
一人一人ができること～


『学校が楽しい』と回答している児童が90％以上に上ることは喜ばしい材料であると思います。しかし一方で数％とはいえ学校を楽しくないと感じている児童をそのままにしておかないことは何より大切であると思います。「一人一人を徹底的に大切にする」学級・学校でありたいと思います。同じように『友だちのがんばりをみとめ，はげまし，助け合っている。』質問に90％の児童が「できている・大体できている」と回答し，教職員については100％励まし助け合えるように指導していると回答しています。そんな中，やはり数％の児童が「できていない」と回答していることも忘れず，子ども達がお互い励まし合い支え合えるような関係を築けるよう，日々の集団づくり，学級づくりでこれまで以上に工夫を凝らし，子どもたちと向き合い，日々取り組んでいきたいと思います。





人とのかかわりの中で人を大切にする習慣を身に付けましょう～進んであいさつ，丁寧に話して相手を尊重する態度を～



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎回のアンケートでも同様の結果が出ていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すが，『進んであいさつをしている』項目に児童
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は90％以上が「できている・大体できている」
と答えています。細かい様子を見てみると，「自
分からできない」「声が小さい目が合わない」「あ
いさつしても返ってこない」などの実情もあるよ
うです。挨拶は社会に出ても必要な習慣です。人
を大切にする第一歩として進んで気持ちの良い
挨拶を身につけてほしいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人を大切にする方法の一つとして「丁寧な言葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づかい」も挙げられると思います。名前に敬称を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つける，TPOに応じて敬語が使える，相手のこ
とを思いやって言葉がかけられる，などの力を子
どもたちが身に付けられるように，我々周囲の大
人の言葉づかい，言葉かけも常に子どもたちを意
識していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
～よりよい学校生活は，
健康な体づくりから～
健やかな体で楽しい毎日を


『体を動かすことについて』児童は「遊びなどを通してよく体を動かしている」質問に対して，90％の児童が「出来ている・大体出来ている」と回答しています。健康な体に欠かせない「適度な運動」は一定確保されているとも言える一方，日常的な運動の習慣が付いていない児童がいることも確かなので，体育の授業や子どもたちが外で遊ぶ機会を意図的に設定するなどして，子どもたちが体を動かす機会を作っていきたいと思います。また，『自分のことは自分ですること』について，教職員・保護者共に指導し見守ることが「出来ている・大体できている」で90％を超えると共に，児童も同様に「出来ている」と認識している。今後はただ単に「自分でする」だけではなく，「自分のためにより良いやり方でする」というように，「よりよく取り組む」ことにもどんどん挑戦してほしいと思います。





学校と家庭が協力して，
児童のよりよい生活習慣を！
～よりよい生活，より安全で楽しい毎日～




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『早寝・早起き・朝ご飯』などの生活習慣が大切で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あることは言うまでもありませんが，教職員の回答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に目を向けてみると，「家庭と連携して働きかけて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる」という点について「あまり出来ていない」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答えている教職員が4割ほどに上ります。学校内，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校外で教職員と保護者がそれぞれ見えない部分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の情報を補い合って，共に同じ目線で子どもたちを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見守り育めるよう努めます。
本校において，「安全」は最も重要なキーワード
の一つです。しかし，数％の児童が，安全な登下校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について，「あまりできていない・できていない」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と回答しています。たった1件でさえ命に関わる事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　故は起こさない，子どもの命を守り切る安全な学校
づくりを今後も目指していきたいと思います。


1年生
各学年より


１年生は，何事にも一生懸命に取り組んでおり，ご家庭でもよく見てもらっているとアンケ
ート結果から感じます。授業の理解度について児童・保護者共にD評価が２％見られたため，特に国語科・算数科で，めあてを明確にしたり，個別に指導をしたりしていこうと思います。今後は学習内容も難しくなってくるため，ご家庭と連携を取りながら，確かな学力をつけていきたいと思います。


２年生


学級によって児童の「できている」と思っている割合に多少のばらつきがありました。この
ことから，自己肯定感を上げていける声かけの必要性を感じました。一つのことを伝えるにしても，どう伝えるとよいのか，指導方法を追求していくことが大切だと思います。

３年生


　人を大切にするに当たって「丁寧な言葉づかいや態度」は欠かせないはずですが，児童・保護
者・教職員の結果を見てもいずれも20％ほどができていないと回答していました。どのような言葉づかいが望ましいのか児童・保護者・学校と共通理解して広めていく必要性を感じました。

４年生



　学校では計画的に家庭学習に取り組むように指導していますが，30％以上の児童や保護者が
出来ていないと感じています。家庭での読書の習慣も同様です。お便りや懇談会を通してどのような家庭学習に取り組んでいくかも発信したり読書を勧める取組をしたりしていきたいと思います。
５年生



学力面で学習がわからないと感じる児童が少ないながらもいるので，放課後に抽出する等の
個別の対応が今以上に必要と感じました。　学校を楽しくないと感じる児童が数名いるので個別に話を聞きとり，子どもの状態を知る必要があると感じました。現状把握後にフォローしていこうと思います。

６年生


昨年度より，結果が良くなっていると感じられます。取組の成果が表れ，嬉しく思っています。
多くの項目で，高学年（４年・５年・６年）の結果が似通っていました。学校の分析として，修学院校の傾向は見られると思うので，修学院校としての取組を続けていきたいと思いました。

ひまわり


まだまだ子どもたちは，自分のできていないことを振り返ることは難しいと感じています。
その都度自分の言動をすぐに振りかえることで気が付き，心掛けていけるようにしたいと思います。


開かれた学校委員会より◇… 委員さんからのご意見 　 ⇒学校長より
◇説明する力がこれからは必要ということですが，苦手な子には酷な時代だと思います。大人でさえメールやラインで簡単に済ませる時代で，インターネットのニュース記事の語彙力も低下しています。子どもたちには日記や作文など，基礎基本を身につけてほしいし，新聞などにしっかり書かれた文章を目にしてほしいと思います。
⇒珍しいものや，新しいものに興味が奪われがちですが，基礎基本の定着を授業の中でも確り位置づけていきます。

◇今の子どもたちは言葉をあまり知らないように感じます。日本の言葉の多様さは素晴らしいし，読書などを通して，小学校でいろいろな言葉に触れてほしいと思います。⇒知っている言葉を使う機会を増やしていきたいです。

◇「記録・要約・説明・論述…」など必要な力を構成する基本的な要素，「話を聞く」「文章を読む」など大切にしてほしいと思います。そのためにも，家庭での読書の習慣や，自学自習の習慣化など，家庭が負うべき役割も大きいと思います。⇒読書の楽しさや喜びを感じることができる本と出合えるよう，学校図書館の充実を図ります。

◇親が本を読むから子どもも読むということがあるのでは。本が自然と周りにあり，「親子でいっしょに」というような感じで始められたりしたらいいと思います。⇒今後，子どもたちに求められている力は表現力や論理的思考力などますます多様になっています。国語科でも様々な様式の文章を学びます。指導の工夫がさらに必要です。

◇課題をついつい考えがちですが，「豊かな心」についてのアンケート結果がのきなみ「できる・だいたいできる」合わせて90％というのは修学院小学校の子ども達・保護者の皆さんすばらしいことではないかと思います。
⇒家庭や地域において，子どもたちが温かく身守られているという安心感が，結果に反映していると思います。

◇先生に対する言葉遣いも時代の変化もありますが，変わってきていると思います。相手を思いやる言葉を意識して，使えるようになってほしいです。⇒子どもはもちろん教職員もTPOに応じた話し方を心がけていきたいです。

◇PTAでも下校時の「～ながら運動」を呼びかけています。買い物など子どもの下校時に外に出ることを呼びかけています。また以前からあった「危険マップ」をボリュームアップして，冊子になった安全マップを作成中です。大通りから一筋二筋入っただけで真っ暗な道もあるので，街灯の設置などを京都市に働きかけていきたいです。
⇒今後も安全指導を充実させるとともに，「自分の身は自分で守る子ども」を目指して，取り組んでいきます。



























３．家庭学習について
できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.17857142857142858	0.1490679012345679	0.16633950617283949	0.40899999999999997	0.57099999999999995	大体できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.7857142857142857	0.54104938271604941	0.49473148148148149	0.371	0.23100000000000001	あまりできていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	3.5714285714285712E-2	0.27905864197530861	0.31635185185185188	0.19	0.104	できていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0	3.0808641975308641E-2	2.2222222222222223E-2	2.9000000000000001E-2	9.5000000000000001E-2	



４．読書の推進
できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	7.1428571428571425E-2	0.16524691358024693	0.24854320987654321	0.40899999999999997	0.55000000000000004	大体できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.6428571428571429	0.29129320987654322	0.30258024691358026	0.371	0.251	あまりできていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.21428571428571427	0.46416975308641972	0.36971604938271607	0.19	0.14099999999999999	できていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	7.1428571428571425E-2	7.956481481481481E-2	7.8530864197530859E-2	2.9000000000000001E-2	5.8000000000000003E-2	



2.進んであいさつすることについて

できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.42105263157894735	0.39501851851851855	0.41174382716049385	0.60599999999999998	0.62	大体できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.52631578947368418	0.55295061728395067	0.5141913580246914	0.315	0.27400000000000002	あまりできていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	5.2631578947368418E-2	4.3287037037037034E-2	7.4339506172839506E-2	7.5999999999999998E-2	6.9000000000000006E-2	できていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0	9.0185185185185177E-3	0	3.0000000000000001E-3	3.6999999999999998E-2	



３．丁寧な言葉づかいについて
できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.26315789473684209	0.1595	0.20132716049382718	0.39800000000000002	0.55100000000000005	大体できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.55263157894736847	0.5579660493827161	0.47193827160493834	0.44700000000000001	0.27800000000000002	あまりできていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.18421052631578946	0.24858024691358027	0.30498765432098762	0.14000000000000001	0.122	できていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0	3.3953703703703701E-2	2.2021604938271603E-2	1.4999999999999999E-2	4.9000000000000002E-2	



１．生活習慣について
できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	3.7037037037037035E-2	0.33443209876543206	0.37072530864197534	0.46400000000000002	0.54200000000000004	大体できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.55555555555555558	0.46445679012345675	0.50176851851851856	0.37	0.28100000000000003	あまりできていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.40740740740740738	0.19369444444444445	0.10804320987654321	0.114	0.11899999999999999	できていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0	7.4166666666666669E-3	1.9833333333333335E-2	5.1999999999999998E-2	5.8000000000000003E-2	



５．登下校の安全について
できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.42424242424242425	0.36591975308641972	0.39855864197530866	0.71599999999999997	0.81599999999999995	大体できている	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0.54545454545454541	0.52894135802469133	0.50841666666666663	0.22800000000000001	0.13700000000000001	あまりできていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	3.0303030303030304E-2	9.5249999999999987E-2	8.0601851851851855E-2	4.1000000000000002E-2	0.02	できていない	教職員	高学年保護者	低学年保護者	高学年児童	低学年児童	0	9.888888888888888E-3	1.2067901234567902E-2	1.4999999999999999E-2	2.5999999999999999E-2	
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